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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

春季善行表彰式及び特別善行表彰式を開催
春季善行個人・団体七十四、特別善行個人・百二十九表彰

令
和
五
年
度
春
季
善
行
・

特
別
善
行
表
彰
式
を
、
五
月

二
十
日
（
土
）
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
明
治
神
宮
参
集

殿
に
お
い
て
、
多
数
の
ご
来

賓
と
本
会
役
員
の
出
席
の
下

に
開
催
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
た
め
、
令
和
二
年
度

以
来
中
止
が
続
い
て
い
た
表

彰
式
の
四
年
ぶ
り
の
開
催
で

あ
る
。

今
回
の
表
彰
は
、
昭
和

二
十
六
年
に
善
行
表
彰
が
開

始
さ
れ
て
か
ら
、
七
十
三
回

目
で
あ
り
、
今
回
の
表
彰
で

は
、
四
十
八
名
の
個
人
と

二
十
六
の
団
体
計
七
十
四
が

表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
、
特
別

善
行
表
彰
は
、
善
行
表
彰
受

賞
後
も
引
き
続
き
相
当
期
間
、

善
行
活
動
を
継
続
し
て
い
る

方
々
を
対
象
に
し
た
表
彰
で

あ
り
、
そ
の
善
行
活
動
の
実

績
に
よ
り
、
善
行
金
章
と
同

銀
章
が
あ
る
。
今
回
の
受
賞

者
は
、
善
行
金
章
が
三
十
四

名
、
同
銀
章
が
九
十
五
名
計

百
二
十
九
で
あ
っ
た
。

表
彰
式
は
、
国
歌
斉
唱
の

後
、
相
澤
副
会
長
の
「
開
式

の
こ
と
ば
」
で
始
ま
り
、
続

い
て
、
勝
野
会
長
が
主
催
者

と
し
て
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

次
い
で
、
善
行
表
彰
受
賞
者

選
考
委
員
会
を
代
表
し
て
、

川
口
雄
選
考
委
員
長
か
ら
選

考
経
過
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

受
賞
者
の
表
彰
に
進
ん
だ
。

表
彰
は
、
春
季
善
行
表
彰
か

ら
始
ま
り
、
司
会
者
が
受
賞
者

の
名
前
を
読
み
上
げ
る
中
、
各

受
賞
者
は
順
次
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
、
勝
野
会
長
か
ら
、
表
彰

状
と
善
行
章
が
授
与
さ
れ
、
得

賞
歌
の
流
れ
る
中
参
加
者
の

盛
大
な
拍
手
で
祝
福
さ
れ
た
。

続
い
て
、
特
別
表
彰
善
行
金

章
・
銀
章
の
表
彰
に
移
り
、

善
行
表
彰
と
同
様
、
順
次
勝

野
会
長
か
ら
各
受
賞
者
に
対

し
、
表
彰
状
と
善
行
金
章
又

は
同
銀
章
が
授
与
さ
れ
、
参

加
者
の
拍
手
で
祝
福
さ
れ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
祝
辞
に

移
り
、
前
年
度
特
別
善
行
表

彰
の
平
岩
宏
子
氏
の
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。
次
い
で
、
祝

電
が
披
露
さ
れ
た
後
、
春
季

受
賞
者
代
表
の
呉
市
立
郷
原

中
学
校
生
徒
会
、
善
行
金
章

の
糸
数
昌
弘
氏
の
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

次
い
で
、
音
楽
文
化
協
会

森
川
正
子
氏
に
よ
る
「
日
本

善
行
会
の
歌
」
の
紹
介
と
歌

唱
指
導
が
行
わ
れ
、
力
強
い

歌
声
が
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

響
き
渡
っ
た
。
次
い
で
、シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
、
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｋ

Ｏ
さ
ん
の
歌
唱
と
ピ
ア
ノ
の

伴
奏
で
、
会
場
は
一
層
和
や

か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。

最
後
に
、
高
田
副
会
長
に

よ
る
「
閉
式
の
こ
と
ば
」
が

あ
り
、
式
は
滞
り
な
く
終
了

し
た
。

本
日
こ
こ
に
、
多
数
の
ご

来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
令

和
五
年
度
春
季
善
行
表
彰

式
及
び
特
別
善
行
表
彰
式

を
執
り
行
う
に
当
た
り
ま

し
て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
受
賞
を
受
け

ら
れ
ま
す
皆
様
は
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県
ま

で
、
地
域
社
会
に
お
い
て
、

勇
気
を
も
っ
て
愛
の
手
を
差

し
延
べ
ら
れ
、
善
行
を
実
践

さ
れ
た
方
々
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
国
を
越
え
て

日
本
の
地
域
社
会
の
た
め
に

善
行
を
行
っ
て
下
さ
っ
た
外

国
の
方
々
、
更
に
、
既
に
善

行
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
そ
の

後
も
長
年
に
わ
た
り
善
行
を

継
続
し
、
本
日
の
特
別
善
行

金
章
・
銀
章
表
彰
を
受
け
ら

れ
る
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
様
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

本
日
の
受
賞
を
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
善

行
会
は
、
昭
和
十
二
年
に
設

立
さ
れ
、
昨
年
創
立
八
十
五

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
、
春
季
善
行
表
彰
は

七
十
三
回
、
特
別
善
行
表

彰
は
二
十
九
回
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
春

季
、
秋
季
善
行
表
彰
、
特

別
善
行
表
彰
を
合
わ
せ
て

四
万
九
千
六
百
三
十
名
の
方

が
善
行
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
会
に
は

全
国
に
七
十
六
の
支
部
が
あ

り
、
三
千
二
百
名
余
の
会
員

の
方
々
が
「
善
行
は
社
会
を

明
る
く
す
る
と
も
し
び
」
を
、

あ
い
言
葉
に
、
力
を
あ
わ
せ
、

青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行

防
止
活
動
、
社
会
福
祉
施
設

慰
問
、
交
通
安
全
運
動
、
環

境
美
化
運
動
、
国
際
貢
献
等

の
善
行
実
践
活
動
と
善
行
精

神
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

み
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会

の
実
現
の
た
め
に
、
活
動
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

本
日
、
受
賞
を
受
け
ら
れ

ま
す
皆
様
も
、
受
賞
を
契
機

に
、
更
な
る
善
行
を
重
ね
ら

れ
ま
す
よ
う
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
日
本
善
行
会
の

精
神
は
、
自
分
の
立
場
や
考

え
に
固
執
せ
ず
、
思
い
や
り

の
精
神
で
人
に
接
し
、
明
る

く
住
み
よ
い
社
会
を
建
設
し

て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
人
を
信
頼
し
、
そ

の
心
を
思
い
や
り
、
尊
重
し

て
、
そ
の
人
を
育
て
て
い
こ

う
と
い
う
温
か
い
思
い
や
り

で
す
。
皆
様
の
思
い
や
り
と

奉
仕
の
精
神
に
支
え
ら
れ

た
一
つ
一
つ
の
善
行
が
積
み

重
な
り
、
継
続
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
長
い
間
に
は
大
き
な

輪
と
な
っ
て
広
が
り
、
日
本

を
、
ひ
い
て
は
世
界
を
明
る

く
住
み
よ
い
社
会
と
す
る
原

動
力
に
な
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和

元
年
秋
に
善
行
表
彰
式
を
実

施
し
て
以
来
、
昨
年
秋
ま
で

こ
の
明
治
神
宮
参
集
殿
で
の

善
行
表
彰
式
は
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回

四
年
ぶ
り
に
、
こ
う
し
て
表

彰
式
を
開
催
出
来
ま
す
こ
と

は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
日
ご
列
席
の
ご
来
賓
並

び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

こ
の
頼
も
し
い
受
賞
者
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、
今
後
と

も
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
本
日
受
賞
さ

れ
ま
す
皆
様
、
並
び
に
ご
列

席
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の

ご
健
勝
と
、
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会

　
会
長
　
勝
　
野
　
堅
　
介

式  辞


